
　

県
職
労
は
６
月
４
日
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
策
を
講
じ
た
う

え
で
第
１
２
８
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
２
０
２
２
年
度
運

動
方
針
を
議
論
す
る
。
昨
年
度
の
運
動
の
到
達
点
を
振
り
返

り
、「
み
ん
な
で
討
論
、
み
ん
な
で
決
定
、
み
ん
な
で
行
動
」

す
る
た
め
、
全
職
員
の
組
合
加
入
か
ら
組
織
強
化
・
拡
大
を

基
軸
と
し
た
「
譲
れ
な
い
要
求
」
を
積
み
上
げ
、
一
人
一
人

が
積
極
的
に
結
集
す
る
組
織
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

　

県
職
労
は
５
月
24
日
、
千
葉
幸
也
総
務
部
長
と
着
任
交
渉

を
行
っ
た
。
千
葉
総
務
部
長
は
、
県
職
労
の
意
見
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
マ
ン
パ
ワ
ー
確
保
や
職
員
の
勤
務
意
欲
の
向
上

に
向
け
引
き
続
き
取
り
組
む
基
本
姿
勢
を
示
し
た
。
交
渉
で

は
人
員
確
保
、
賃
金
改
善
、
適
正
な
勤
務
時
間
管
理
の
徹
底
、

定
年
延
長
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
な
ど
継
続
課
題
を
含

む
様
々
な
課
題
改
善
を
求
め
た
。

　

県
職
労
も
結
成

か
ら
75
年
、
初
め

て
の
女
性
書
記
長

を
迎
え
た
。
総
務

省
男
女
共
同
参
画

室
の
資
料
に
よ
る

と
、
上
場
企
業
に

お
け
る
女
性
役
員

登
用
の
割
合
は
、

２
０
１
２
か
ら
の
９
年
間
で

４
・
８
倍
に
増
加
し
た
。
た
だ

し
世
界
の
女
性
役
員
割
合
を
見

れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
４
５
・
３

％
、
イ
タ
リ
ア
の
３
８
・
８
％

と
比
較
し
て
、
日
本
は
１
２
・

６
％
と
、
明
ら
か
に
後
進
国
だ

▼
一
方
、
職
場
で
の
働
き
方
を

見
れ
ば
、
深
夜
ま
で
の
残
業
を

行
う
女
性
職
員
も
目
立
つ
。
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
奮
闘
い
た
だ

い
て
い
る
保
健
師
の
多
く
も
女

性
職
員
が
担
っ
て
い
る
が
、
連

日
の
深
夜
勤
務
が
続
い
て
い
る

▼
労
働
基
準
法
の「
女
子
保
護
」

規
定
が
撤
廃
（
１
９
９
９
年
）

さ
れ
て
久
し
い
。
当
時
は
男
女

の
均
等
な
待
遇
・
機
会
の
確
保

を
理
由
と
し
て
い
た
が
、
女
性

も
男
性
も
遅
く
ま
で
働
く
実
態

が
果
た
し
て
昨
今
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
フ
リ
ー
社
会
の
意
味
な
の
か

▼
最
近
で
は
参
院
選
栃
木
選
挙

区
の
女
性
候
補
予
定
者
の
事
務

所
開
き
で
「
顔
で
選
ん
で
く
れ

れ
ば
１
番
を
取
れ
る
」
と
の
維

新
議
員
の
発
言
も
話
題
に
。
ジ

ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
へ
の
日
本
の

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
遠
そ
う
だ

▼
ま
ず
は
我
が
女
性
書
記
長
を

先
頭
に
、
多
く
の
組
合
員
の
声

に
寄
り
添
い
な
が
ら
県
職
労
の

男
女
参
画
向
上
を
め
ざ
し
た
い
。

　

《
①
組
織
強
化
》

 

み
ん
な
で
つ
く
る
県
職
労
運
動 

　

運
動
の
原
点
は
「
職
場
」
。

安
心
し
て
働
き
続
け
る
た
め
に

は
職
場
で
抱
え
る
不
安
や
不
満

を
解
消
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
県
職
労
全
体
の
取
り

組
み
を
進
め
る
う
え
で
も
早
期

に
支
部
・
分
会
体
制
を
確
立
し
、

本
部
と
連
帯
し
た
取
り
組
み
か

ら
職
場
実
態
を
把
握
し
、
改
善

へ
と
要
求
に
つ
な
げ
て
い
く
。

 

加
入
促
進 

　

新
採
用
者
全
員
加
入
と
未
加

入
者
対
策
を
進
め
る
た
め
、
日

常
的
な
職
場
で
の
継
続
的
な
声

か
け
を
行
う
重
点
時
期
の
設
定
、

声
か
け
状
況
リ
ス
ト
を
継
続
し
、

今
後
の
加
入
対
策
に
取
り
組
め

る
仕
組
み
を
構
築
。
加
え
て
青

年
婦
人
部
の
取
り
組
み
支
援
と

活
動
強
化
を
は
か
る
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
、
再
任

用
職
員
、
任
期
付
職
員
の
賃

【
人
員
確
保
対
策
】

答
４
月
時
点
の
欠
員
は
13
人
。

欠
員
が
徐
々
に
減
少
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

交
渉
団
職
場
で
必
要
な
人
員
が

確
保
さ
れ
て
い
な
い
。
通
常
業

務
だ
け
で
も
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ

▲様々な課題改善を求める県職労交渉団 ▲様々な課題改善を求める県職労交渉団

金
・
労
働
条
件
の
改
善
に
取
り

組
む
た
め
、
加
入
に
積
極
的
に

取
り
組
む
。

 

職
能
評
議
会
の
活
動
強
化

　

職
種
毎
に
組
織
さ
れ
る
各
評

協
議
会
の
特
徴
を
生
か
し
た
同

一
職
種
間
の
交
流
を
深
め
、
職

場
改
善
の
取
り
組
み
強
化
を
図

る
。
主
体
的
な
運
動
実
践
を
基

本
と
し
つ
つ
、
職
域
で
の
「
課

題
共
有
↓
討
論
↓
独
自
要
求
書

作
成
↓
主
管
室
課
交
渉
↓
改
善

↓
課
題
共
有
↓…

」
の
一
連
の

要
求
・
交
渉
サ
イ
ク
ル
を
構
築

し
、
活
動
の
活
性
化
を
は
か
る
。

《
②
賃
金
・
労
働
条
件
改
善
、

生
活
向
上
》

 

労
使
関
係
の
確
認
と
要
求
前
進 

　

知
事
と
の
意
見
交
換
の
場
を

設
定
し
、
労
使
関
係
の
基
本
姿

勢
や
県
職
労
課
題
（
人
員
、
賃

金
、
超
過
勤
務
課
題
等
）
の
課

題
意
識
を
持
た
せ
、
今
後
の
具

体
的
な
交
渉
に
つ
な
げ
て
い
く
。  

賃
金
・
諸
手
当
改
善

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
情
勢

や
当
局
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

全
職
員
の
勤
務
意
欲
を
維
持
で

き
る
賃
金
水
準
の
確
保
と
改
善

に
取
り
組
む
。

　

通
勤
手
当
、
住
居
手
当
の
改

善
な
ど
自
己
負
担
解
消
に
向
け

手
当
改
善
を
求
め
て
い
く
。

 

働
き
方
改
革
に
関
す
る
課
題

　

当
局
が
推
し
進
め
る
「
働
き

方
改
革
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
は
、

コ
ロ
ナ
対
策
を
理
由
に
、
十
分

な
労
使
交
渉
・
協
議
を
尽
く
さ

な
い
ま
ま
職
場
実
態
を
無
視
し

た
勤
務
・
労
働
条
件
の
見
直
し

が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。
職

場
で
生
じ
た
諸
課
題
に
つ
い
て
、

改
善
要
求
し
、
安
心
し
て
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
を
め
ざ

す
。

《
③
職
場
改
善
》

 

人
員
確
保
・
職
場
要
求 

　

６
月
の
分
会
基
礎
調
査
を
基

に
、
職
場
・
職
種
ご
と
人
員
配

置
状
況
を
分
析
し
、
根
拠
を
も

っ
た
人
員
要
求
を
進
め
る
。

 

長
時
間
労
働
是
正 

　

超
勤
手
当
の
支
給
状
況
の
確

認
、
隠
れ
超
勤
を
一
掃
し
、
完

全
支
給
と
す
る
予
算
確
保
の
要

求
と
交
渉
を
強
化
す
る
。

　

超
勤
上
限
が
遵
守
で
き
る
職

場
環
境
の
改
善
と
、
36
協
定
締

結
学
習
と
協
定
遵
守
に
取
り
組

む
。

 

雇
用
と
年
金
の
接
続
・
定
年
延
長 

　

再
任
用
職
員
希
望
者
全
員
の

任
用
確
保
、
定
年
延
長
に
係
る

賃
金
水
準
の
確
保
、
再
任
用
職

員
へ
の
生
活
関
連
手
当
支
給
な

ど
課
題
改
善
に
向
け
、
自
治
労

本
部
と
連
携
し
要
求
を
進
め
る
。

《
④
政
治
闘
争
》

 

政
治
闘
争
の
推
進

　

政
治
意
識
の
高
揚
を
は
か
る

た
め
学
習
活
動
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
日
頃
か
ら
県
職
労
組

織
内
・
推
薦
議
員
と
連
携
し
職

場
課
題
を
県
政
課
題
と
し
て
と

ら
え
改
善
に
結
び
付
け
て
い
く
。

ろ
に
コ
ロ
ナ
や
鳥
イ
ン
フ
ル
の

業
務
が
増
え
て
い
る
。
十
分
余

裕
を
も
っ
た
人
員
配
置
を
。

答
今
後
も
マ
ン
パ
ワ
ー
確
保
に

向
け
、
人
員
確
保
と
処
遇
改
善

の
取
り
組
み
を
一
体
的
に
進
め

て
い
く
。

【
勤
務
意
欲
策
】

問
緊
急
時
の
横
断
的
対
応
等
に

よ
り
厳
し
い
働
き
方
を
迫
ら
れ

て
い
る
。
働
き
方
に
見
合
う
賃

金
水
準
と
職
員
勤
務
意
欲
確
保

策
を
。

答
勤
務
意
欲
確
保
の
た
め
、
様

々
な
視
点
か
ら
工
夫
を
重
ね
取

り
組
む
。

【
定
年
延
長
】

問
制
度
開
始
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
、
賃
金
・
労
働
条
件
に
つ

い
て
早
期
の
説
明
を
求
め
る
。

答
国
か
ら
示
さ
れ
た
条
例
参
考

例
等
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
制

度
設
計
や
対
応
の
方
向
性
に
つ

い
て
現
在
検
討
中
。
定
年
が
初

め
て
引
き
上
げ
ら
れ
る
世
代
に

は
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
内

容
を
示
し
た
い
。

問
採
用
抑
制
に
つ
な
が
ら
な
い

よ
う
、
定
数
管
理
等
の
柔
軟
な

対
応
を
求
め
る
。

答
今
後
の
行
政
需
要
等
を
把
握

し
な
が
ら
、
必
要
な
新
規
採
用

が
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

【
会
計
年
度
任
用
職
員
】

問
職
場
全
体
の
働
き
方
に
見
合

っ
た
必
要
な
人
員
の
確
保
を
。

答
業
務
の
必
要
性
を
吟
味
し
適

正
な
人
員
配
置
に
努
め
る
。

交
渉
団
予
算
の
多
寡
で
は
な
く

業
務
量
を
加
味
し
た
配
置
を
求

め
る
。
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現
業
評
は
５
月
13
日
、
総
務

部
加
藤
人
事
課
長
と
着
任
の
面

会
を
行
い
、
２
０
２
２
現
業
闘

争
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

工
藤
議
長
は
「
遠
野
土
木
セ

ン
タ
ー
運
転
技
士
の
採
用
、
管

財
課
運
転
技
士
の
退
職
補
充
募

集
に
感
謝
す
る
。
し
か
し
、
今

年
度
末
に
は
技
能
員
、
土
木
運

転
技
士
の
計
５
人
が
退
職
を
迎

え
る
。
技
術
継
承
に
は
人
員
確

保
が
必
要
で
あ
り
、
誇
り
を
持

ち
業
務
に
専
念
す
る
技
能
員
、

運
転
技
士
へ
の
配
慮
を
」
と
挨

拶
。

　

加
藤
人
事
課
長
は
「
ハ
イ
レ

ベ
ル
で
の
知
能
、
技
術
、
技
能

が
求
め
ら
れ
る
中
、
専
門
分
野

で
県
政
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
感
謝
。
職
員
が
働
き
や
す
い

職
場
を
つ
く
る
と
い
う
方
向
性

や
考
え
方
は
同
じ
」
と
し
た
。

 

菅
原
副
議
長
か
ら
、
人
事
課

長
の
姿
勢
を
確
認
し
た
。
人
事

課
長
の
回
答
は
次
の
と
お
り
。

 

①
労
使
の
基
本
姿
勢

　

職
員
の
給
与
、
勤
務
条
件
の

変
更
や
決
定
は
、
可
能
な
限
り

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
得
な

が
ら
行
っ
て
き
た
。
今
後
も
同

様
の
姿
勢
。
各
主
管
室
等
と
意

思
疎
通
を
図
り
、
適
切
に
対
応
。

 

②
人
員
補
充
（
継
続
課
題
）

　

技
能
員
の
定
年
退
職
補
充
に

関
し
、
主
管
部
局
と
協
議
し
な

が
ら
新
規
採
用
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
も
適
切
に
対
応
。

　

土
木
部
の
運
転
技
士
は
、
所

管
区
域
の
状
況
を
踏
ま
え
た
配

置
必
要
数
、
正
規
の
必
要
性
、

特
殊
車
輌
の
管
理
の
あ
り
方
な

ど
の
基
本
方
針
を
、
昨
年
来
、

県
土
整
備
部
と
調
整
中
で
あ
る
。

　

同
日
、
管
財
課
、
農
林
水
産

企
画
室
、
県
土
整
備
企
画
室
と

面
会
し
、
課
題
改
善
を
要
請
し

た
。

　

現
業
評
は
今
後
、
７
月
の
要

求
書
提
出
に
向
け
職
場
課
題
集

約
に
取
り
組
み
、
要
求
書
を
提

出
、
課
題
改
善
を
求
め
て
い
く
。

　

５
月
14
日
、
金
ケ
崎
町
の

「
み
ど
り
の
郷
」
に
て
県
南
支

部
（
花
巻
、
北
上
、
胆
江
、
一

関
）
で
初
と
な
る
、
合
同
の
新

採
用
職
員
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

21
人
が
参
加
。
ま
た
、
５
月
15

日
は
八
幡
平
市
に
あ
る
「
彩
花

園
」
と
「
サ
ラ
ダ
フ
ァ
ー
ム
」

に
て
盛
岡
支
部
及
び
県
庁
支
部

が
交
流
会
を
開
催
し
た
。

県
南
支
部
【
参
加
者
の
感
想
】

●
交
流
会
に
参
加
し
て
よ
り
一

層
、
同
期
と
の
仲
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
新
た
な
出

会
い
も
あ
り
、
い
ち
ご
狩
り
を

通
し
て
人
と
の
つ
な
が
り
を
広

げ
る
楽
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
交
流
の
場

を
設
け
、
親
睦
を
深
め
る
と
と

も
に
組
合
活
動
を
波
及
さ
せ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
普
段
で
は
関
わ
る
こ
と
が
少

な
い
他
支
部
の
仲
間
と
の
つ
な

が
り
が
で
き
、
と
て
も
良
い
交

流
会
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
交
流
会
の
参
加

者
に
は
、
一
期
一
会
の
出
会
い

を
大
切
に
し
今
後
の
職
員
生
活
、

組
合
活
動
を
大
事
に
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

盛
岡
支
部
【
参
加
者
の
感
想
】

●
５
月
15
日
（
日
）
に
家
族
で

参
加
し
ま
し
た
。
小
１
の
娘
は
、

「
お
い
し
か
っ
た
の
で
、
１
０

０
個
く
ら
い
食
べ
ち
ゃ
っ
た
！

桃
味
の
い
ち
ご
が
特
に
美
味
し

か
っ
た
！
」
と
、
す
で
に
来
年

の
開
催
を
待
ち
遠
し
く
思
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

県
庁
支
部
【
参
加
者
の
感
想
】

●
昨
年
度
も
参
加
し
た
の
で
す

が
、
娘
か
ら
「
今
年
も
行
き
た

い
な
〜
」
と
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ

り
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
イ
チ
ゴ
の
食
べ
比
べ
が

で
き
て
、
家
族
ニ
コ
ニ
コ
で
帰

っ
て
き
ま
し
た
。

▲人員確保等を求め人事課長と交渉を行う現業評執行部

▲農林水産企画室と交渉を行う現業評執行部（右）

▲回答する加藤人事課長

現業評
新
体
制
・
人
事
課
長
に
課
題
申
し
入
れ

関
係
主
管
室
課
に
も
継
続
課
題
改
善
求
め
る

県
庁
・
盛
岡
・
県
南
支
部
で
交
流
会
を
開
催

い
ち
ご
狩
り
で

を
感
じ
る

春

盛岡支部交
流会のよう

す

場所：金ケ崎町
　　　「みどりの郷」

場所：サラダファーム

場所：彩花園

県南支部交流会のようす

Ｑ：県職労はなぜ政治活動に取り組むのですか？
Ａ：私たち組合員の仕事や賃金・労働条件は、法律や条例
で定められるため、議会対策が必要です。定められた法
律や条例も、議会で決められる予算のもと執行されるも
のであり、私たちを取り巻く環境は、政治と密接に関係
しています。

Ｑ：私たちの職場と政治とはどう関係するのですか？
Ａ：それぞれの職場・現場の課題を、私たち労働者の代表
を国会に送り出し、政治の場に反映させ、改善につなげ
ています。

Ｑ：私たちの支援する国会議員が果たしてきた役割は？
Ａ：協力国会議員は、法案や予算案が国会に提出される前
から各省庁からの情報収集や各省庁への意見反映といっ
た活動を日常的に行っています。また、私たちの政策を
理解する国会議員のネットワークを広げる役割を担って
います。

Ｑ：候補予定者「鬼木 まこと」さんって、どんな人？
Ａ：福岡県庁で公務員として働いてきまし
た。行政での経験と自治労運動を通じて、
そこで働く労働者の暮らしと社会的な連
帯を取り戻すため、国政をめざすことを
決意しました。

Ｑ：参院選比例区のしくみは？ 
Ａ：政党名と候補者名の書かれた票の合計が、政党の獲得
票となり、政党の議席数が決まります。その中から、候
補者名の得票数が多い順に当選者が決まります。
　　従って、個人名で投票することが重要です。

参議院選挙のＱ＆Ａ

県庁支部交
流会のよう

す
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